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東灘区文化センター他3施設ESCO事業　提案書類等審査評価項目【点数判定】 

評価方法 採　点　基　準 点数
係数

(重要度) 評価点 備　考

1 対象設備全体の省エネルギー率が高いこと ( 各提案者の数値 / 最も評価の高い提案者の数値 )×5 で点数を算出 5 様式第11－1

2 二酸化炭素排出の削減効果が高いなど地球温暖化対策に有効であること ( 各提案者の数値 / 最も評価の高い提案者の数値 )×5 で点数を算出 4 様式第11－1

3 ESCOサービス料が安いこと ( 最も安い提案者の金額 / 各提案者の金額 )×5で点数を算出 2 様式第11－2

4 ESCO契約期間中の各年の本市利益が高いこと ( 各提案者の金額 / 最も評価の高い提案者の金額 )×5 で点数を算出 2 様式第11－2

5 15年間の利益総額が大きいこと（※1） ( 各提案者の金額 / 最も高い提案者の金額)×5で点数を算出 6 様式第11－2

6 ESCOサービス期間が短いこと ( 最も短い提案者の期間 / 各提案者の期間 )×5 で点数を算出 3 様式第11－2

7 詳細調査・設計・施工・試運転期間が短いこと ( 最も短い提案者の期間 / 各提案者の期間 )×5 で点数を算出 2 様式第11－2
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8 環境面 環境活動への積極的な取り組み姿勢が見られること 5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 2 様式第12-2

9 提案が全体としてバランスが取れ、具体性・妥当性があること 5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 2 様式第12-1

10
必須としている照明設備・熱源機器以外の既設機器の更新及び維持管理に係る配慮がある
こと

5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 3 様式第12-3

11
維持管理、計測・検証方法および運転管理指針の提案に具体性・妥当性が
あること

5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 4 様式第14-1、14-2、14-3

12 提案に独自性や特殊なノウハウが含まれること 5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 4
様式第12-1、12-2、
12-3、12-4、12-5

13
総合的に優れた工程管理、品質管理を行い、確実な施工体制が確保されており、
期限までに確実に工事を完了できる信頼性があること

5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 4 様式第12-4

14 労働災害防止への取り組みについて具体的な提案があること 5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 4 様式第12-4

15 補助金等の獲得の可能性について具体的な提案があること 5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 5 様式第13-5

16 工事費用の算出が妥当であること 5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 4
各社の工事費算出内容を比較
（様式第13-4）

17
事業役割・設計役割・建設役割・その他役割において、市内事業者（市内に本店
または支店・営業所を置く事業者）の活用に配慮があること

5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 4 様式第15

18
建設役割における1次下請けについて、市内に本店を置く事業者の活用に配慮があ
ること

5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 3 様式第15

19
建設役割における2次以降の下請けについて、市内に本店を置く事業者の活用に配
慮があること

5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 2 様式第15

20 提案者の経営状況や資金調達計画が信頼できること 5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 2 様式第13-3

21 安全性・信頼性・災害時等を含む緊急時対応策が明瞭かつ適切であること 5：大いにある　4：やや大である　3：中程度　2：やや足りない　1：足りない 4 様式第14-4
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（※1）各ESCO事業者が提案する事業期間にかかわらず、全ての提案について、ESCO設備導入後15年間の利益総額を評価する。なお、ここでいう利益総額とは、

　　　「15年間の削減額（光熱水費＋維持管理費）－事業者が提案する契約期間中のESCOサービス料の総額－事業者が提案するサービス期間終了後からサービス開始後15年経過するまでの維持管理費の総額」であり、

　　　 光熱水費削減額の算出の基準となるベースラインは、過去3年間のエネルギー消費量（電気、ガス、水道）の実績値（H29～R1年度※新型コロナウイルス感染症に伴う施設影響が少ない年度を選定）に本市が別途示す事業単価

      （昨今の価格高騰を反映した単価を採用）を用いて算定した金額および維持管理費（吸収式冷温水機、誘導灯バッテリー、照明ランプ等）を加えたものとし各社同一とする。
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